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問合せ先・発⾏元	

横浜市道路局施設課 
      電話(045)671-2785   

担当：榎⽥、吉⽥  

協議会で頂いた主なご意⾒ 
 平成30年10⽉1⽇に開催した第2回協議会では、中⼭町地区の
交通状況や交通安全対策などについて、地域の⽅々からご意⾒を
頂きました。 

■スムース横断歩道は、⼦どもから⾞が確認しやすくなるととも 

 に、段差により⾞のスピードを低下させる効果があるため、効 

 果が期待できる。 

■狭さくの設置は、⼣⽅など⾃動⾞の交通量が多い時間帯は、す  

 れ違いが困難になる可能性があるため、対向⾞を待つ位置を明  

 確にする必要がある。 

■社会実験では、路上駐⾞や交通渋滞に与える影響も検証してほ 

 しい。 

■このような取り組みは良いことなので、ぜひ進めて頂きたい。 
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第2回協議会の様⼦ 

今後の予定 

えのきだ 

11⽉末から⾃治会を通じて
配布予定 
アンケート調査へのご協⼒
をお願い致します。 

ア
ン
ケ
ー
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在
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【これまで】 

第1回協議会：課題共有、対策内容の紹介（8⽉31⽇） 

第2回協議会：対策案の検討（10⽉1⽇） 
 

 

【今後の予定】 

社会実験：11⽉20⽇〜12⽉17⽇ 

ビデオ調査：11⽉下旬〜12⽉上旬のうち1⽇ 

アンケート調査：11⽉末〜12⽉中 
 

第3回協議会：１⽉30⽇ 

       社会実験結果の報告 

       次年度以降の取り組み 

中⼭町地区 
交通安全対策協議会
ニュース 

 横浜市道路局施設課 
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＜ハイライト＞ 
ビデオ調査により、横断歩道での通

⾏状況を把握 

ビッグデータの分析により、速度

超過の区間を特定 

スピード抑制対策の試⾏的な取り

組み（社会実験）を実施 

広域図 

⾞のスピード抑制のための社会実験を⾏います！ 
 みなさん、こんにちは！横浜市道路局です。 
 横浜市では、地域の⽅々と緑区中⼭町地区において交通安全対策を検
討しています。第2回協議会では、中⼭町地区における危険な状況や安
全対策の内容について意⾒交換を⾏いました。  
 ご意⾒を踏まえ、中⼭地区センター〜休⽇急患診療所⼊⼝交差点まで
の道路を対象に、⾞のスピードを抑制して安全性を⾼めるための社会実
験として、平成30年11⽉20⽇から12⽉17⽇の約1ヶ⽉間、狭さくやハ
ンプ等を試験的に設置します。 
 

 横断歩道では、危険な状況が⾒られました。 
 
   横断歩道の通⾏状況について、ビデオ調査を⾏いました。ドライバー
が横断する歩⾏者に道を譲った割合を⾒ると、マンション（プラウド横
濱中⼭）前の横断歩道では35%、落合公園前では53%と低い割合とい
うことが分かりました。 

 

横断歩⾏者に道を譲る 
（⾞が⽌まってくれる） 

10回
53%

9回
47%

マンション

公園 落合公園

44回
35%

82回
65%

■マンション前横断歩道 ■落合公園前横断歩道
＜ビデオ調査結果＞
平成30年9⽉13⽇
朝7〜9時、⼣15時〜19時
※落合公園前は、交通指導員

がいる時間帯有り
（朝7:45〜8:00頃）

歩⾏者・⾃転⾞に道を譲った回数
歩⾏者・⾃転⾞に道を譲らない回数

 横断歩⾏者に道を譲る 
（⾞が⽌まってくれる） 

※住居表⽰の変更に伴い、地区の名称が変更されますが、 
 協議会と資料における名称はこのままで進めさせて頂きます。 
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 ビッグデータの分析結果と地域の⽅々

の意⾒を踏まえ、⾞のスピードが⾼く、

安全性が危惧される４箇所について、物

理的な対策（狭さく、スムース横断歩

道、ハンプ）を試験的に実施する事にし

ました。 

 社会実験は、平成30年11⽉20⽇から

12⽉17⽇の約1ヶ⽉間で⾏い、対策の効

果を検証します。なお、実験期間中には

ビデオ撮影による交通状況調査、アン

ケート調査を⾏いますので、調査のご協

⼒をお願い致します。 

⾞のスピードを抑制するために、狭さく、スムース横

なぜ社会実験を実施するの？	

 中⼭町地区で⾞のスピードが⾼
いという課題に対する安全対策の
検討にあたって、試験的に安全対
策を実施します。これにより、効
果があるか、課題がないかを確認
します。 

安全対策の社会実験 

 ①クラン

※ETC2.0分析結果（国⼟交通省提供）を加⼯し、横浜市が作成 

30ｋｍ/h以上で速度が高い 

ビックデータによる分析 ビッグデータとは？	

 ETC2.0は、国⼟交通省が整備
を進めているデータで、速度や急
ブレーキ、⾛⾏経路を記録する機
能があります。もちろんプライバ
シーが侵されることのないよう配
慮されています。 

 集められたETC2.0データを分
析することにより、スピード超過
や急ブレーキが多発する箇所を特
定することができ、事故が発⽣す
る前に対策実施し、事故の未然防
⽌に役⽴つことが期待されていま
す。 

提供：国土交通省 

 車のスピードが30km/h以上の区間が多くある。 

①クランク型狭さく（設置イメージ）

３ 

横断歩道、ハンプ等を約1ヶ⽉間試験的に設置します 

 

＜ハンプ＞ 

 ハンプとは、道路に
設けられた台形状の⾚
い凸部を設置すること
により、⾞のスピード
を低下させるもので
す。 

安全対策のねらいについて 
＜スムース横断歩道＞ 

 スムース横断歩道と
は、横断歩道を歩道の⾼
さまで⾼くすることによ
り、⾞のスピードを低下
させ、歩⾏者が安全に横
断できるようにするもの
です。 

＜狭さく＞ 

 狭さくとは、道路を
狭くするものを設置す
ることにより、⾞のス
ピードを低下させるも
のです。 

＜クランク型狭さく＞ 

 クランク型狭さくと
は、道路を狭くするもの
を連続的に設置すること
により、⾞のスピードを
低下させるものです。 

ク型狭さく 

 ②スムース横断歩道 
 ③ハンプ 

 ④狭さく 

③ハンプ（設置イメージ） ④狭さく（設置イメージ）

10cm

②スムース横断歩道（設置イメージ）

10cm


